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全国農業協同組合連合会岡山県本部（以下、ＪＡ全農おかやま）では、令和８年産
米の県域共同計算で取り扱う主食用米について、概算金提示時期を例年より約２か月
遅い１０月とすることを決定しました。 

 

主食用米を取り巻く状況は、令和７年産米の民間相場は下落が続いている中、令和
８年産の早期米が７年産の概算金価格を大幅に下回る水準で出回り始めています。 

また、令和９年６月末民間在庫量を 263万㌧～281 万㌧と見通しており、備蓄米の
買戻し等が行われなければ過去最大級の在庫過剰となり、さらなる価格下落が危惧さ
れます。 

 

ＪＡ全農おかやまは、生産者の営農継続に必要な所得の確保を最優先に考え、令和
7 年産米の販売進度の鈍化に伴う在庫状況や政府備蓄米の運用など、市場環境を慎重
に見極めたうえで概算金を決定します。 

 

なお、概算金決定までの期間における生産者の資金需要に対応するため、県域共同
計算で取り扱う主食用米について、全品種、等級一律で「出荷一時払金」を支払い、
概算金決定した後、差額を支払います。 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

令和８年産岡山米の県域共同計算の概算金について 

（お問い合わせ先） 

全国農業協同組合連合会岡山県本部 農産・園芸部 農産課 

 担当：宰務（さいむ） ℡：086-283-0182 


